
　

３
月
17
日
、
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
で
仙

北
市
と
日
本
郵
便
株
式
会
社
が
包
括
連
携

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
双
方
の
資
源
を
有
効
活

用
し
た
協
働
に
よ
る
活
動
を
推
進
し
、
地

域
活
性
化
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど

に
向
け
て
、
相
互
に
連
携
し
て
地
域
振
興

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
郵
便
局
で
の
農
作
物
の
販
売

や
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
発
送
な
ど
で

連
携
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
定
期

的
な
協
議
を
通
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

包括連携に関する
協定を締結

地域活性化と住民サービス向上に

仙北市 日本郵便株式会社×

　
締
結
式
で
同
社
の
古
屋
正
昭
東
北
支
社

長
は
「
郵
便
局
は
地
域
に
と
っ
て
安
全
安

心
の
拠
点
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
地
域

住
民
あ
っ
て
の
郵
便
局
な
の
で
、
地
域
活

性
化
に
向
け
て
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り

と
や
っ
て
い
く
こ
と
が
使
命
だ
と
思
っ
て

い
る
。
今
後
も
仙
北
市
と
協
力
関
係
を
持

ち
な
が
ら
お
互
い
に
発
展
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
門
脇
市
長
は
「
仙

北
市
が
掲
げ
る
『
小
さ
な
国
際
文
化
都
市
』

の
達
成
と
地
方
創
生
を
前
に
進
め
る
た
め

に
さ
ら
な
る
連
携
関
係
を
築
い
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

協定を取り交わした日本郵便㈱の古屋正昭東北支社長（右）と門脇市長（左）。

仙
北
市
社
会
教
育
委
員
に

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た

　

社
会
教
育
委
員
は
、

仙
北
市
の
社
会
教
育
に

関
す
る
諸
計
画
の
立
案

や
社
会
教
育
の
推
進
な

ど
、
教
育
委
員
会
の
諮

問
に
応
じ
て
意
見
や

助
言
を
述
べ
る
職
務
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
こ
の
度
、
新
任

３
人
を
迎
え
、
15
人
の

委
員
に
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

2 年間社会教育委員として頑張ります。

 

社
会
教
育
委
員  

（
委
員
長
、
委
員
長
職
務
代

理
者
以
降
は
五
十
音
順
掲

載
、
敬
称
略
）

委
員
長　
佐 

藤 

正 

美（
再
）

委
員
長
職
務
代
理
者

　

 　
　
羽 

根 

川 

覚
（
再
）

委 

員　
阿 

部 

節 

子
（
再
）

委 

員　
阿 

部 

陽 

子
（
再
）

委 

員　
大 

澤 

博 

公
（
再
）

委 

員　
門
脇
ト
キ
ヨ
（
再
）

委 

員　
木  

元 　
哲  （
新
）

委 

員　
佐 

藤 

秋 

夫
（
再
）

【
任
期
】

令
和
２
年
２
月
20
日
～

令
和
４
年
２
月
19
日

委 

員　
鈴 

木 

勝 

一
（
再
）

委 

員　
田  

村 　
忍  （
新
）

委 

員　
田 

村 

雄 

幸
（
再
）

委 

員　
土 

谷 

啓 

子
（
再
）

委 

員　
藤 

村 

榮 

一
（
再
）

委 

員　
三 

浦 

栄 

子
（
再
）

委 

員　
武 

藤 

博 

夫
（
新
）

　
昭
和
10
年
か
ら
現
在
ま
で

の
85
年
に
わ
た
り
、
地
域
住

民
の
医
療
機
関
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
た
田
沢
診
療
所
が

3
月
17
日
の
診
療
を
も
っ
て

長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　

当
日
は
閉
所
式
が
行
わ

れ
、
最
後
の
診
察
を
終
え
た

方
や
地
域
住
民
が
集
ま
り
、

佐
々
木
英
人
院
長
を
は
じ

め
、
看
護
師
の
皆
さ
ん
に
花

束
を
贈
呈
し
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
ま
し
た
。

　

35
歳
く
ら
い
か
ら
月
1

回
、
田
沢
診
療
所
を
利
用
し

田沢地区の健康と安全安心を繋ぐ

田沢診療所が 85 年の歴史に幕

て
い
る
と
い
う
千
葉
弘
和
さ

ん
は
「
先
生
の
診
察
の
日
を

心
待
ち
に
し
て
、
会
う
と

ホ
ッ
と
し
た
。
地
域
の
交
流

の
場
で
も
あ
り
お
互
い
の

近
況
や
世
間
話
に
花
を
咲
か

せ
、
先
生
の
診
察
を
終
え
る

と
生
き
生
き
と
し
た
顔
で
帰

る
と
い
う
生
活
だ
っ
た
。
先

生
と
看
護
師
さ
ん
に
は
、
長

き
に
わ
た
り
診
療
を
行
っ
て

い
た
だ
き
感
謝
す
る
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
10
年
か
ら
の

22
年
間
、
診
療
を
行
っ
て
い

る
佐
々
木
院
長
は
「
昭
和
10

年
か
ら
一
時
戦
時
中
に
途
絶

え
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
今

ま
で
田
沢
地
区
の
健
康
と
安

全
安
心
を
繋
い
で
き
た
診
療

所
。
そ
の
診
療
所
が
閉
め
ら

れ
る
と
い
う
の
は
非
常
に
感

慨
深
い
。
地
域
の
皆
さ
ま
も

不
安
が
あ
る
と
思
う
が
、
田

沢
湖
病
院
で
田
沢
地
区
の
健

康
と
医
療
を
守
っ
て
い
く
の

で
、お
任
せ
い
た
だ
け
れ
ば
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
毎
週
水
曜
日
に
予

約
制
で
同
病
院
と
1
往
復
す

る
タ
ク
シ
ー
が
運
行
さ
れ
ま

す
。

田沢診療所で長きにわたり診療を行った市立田沢湖病院の佐々木院長（前列中
央）を囲んで。

　

３
月
20
日
、
武
藤
キ
ヨ
ヱ

さ
ん

（
角
館
町
菅
沢
）
が

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
、
介
護
老
人
保
健
施

設
に
し
き
園
で
お
祝
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
家
族
の
皆
さ
ん

が
集
ま
り
、
仙
北
市
か
ら

お
祝
い
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

お
め
で
と
うござ

い
ま
す

百
寿

中央がキヨヱさん。

中央が忠三郎さん。

　

３
月
31
日
、
佐
藤
忠

三
郎
さ
ん

（
西
木
町

小
渕
野
）
が
１
０
０

歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
家
族
の
皆

さ
ん
が
集
ま
り
、
仙

北
市
か
ら
お
祝
い
と

花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

施設の特徴や内部の様子は 4 月 1 日号の 11
～ 13 ページをご覧ください。

　

３
月
26
日
、
西
木
町
西
荒
井

に
仙
北
市
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー

が
完
成
し
、
竣
工
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
関
係
者
約
20
人

が
出
席
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
た
め
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
な
ど
は
行
わ
ず
、
神
事

の
み
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
田
沢
湖
・

角
館
・
西
木
の
３
給
食
セ
ン
タ
ー

を
統
合
、
４
月
６
日
か
ら
市
内
の

小
中
学
校
11
校
と
大
曲
支
援
学

校
せ
ん
ぼ
く
校
に
約
１
８
６
０

食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

市
内
12
校
に
給
食
を
提
供

仙
北
市
総
合
給
食

セ
ン
タ
ー
竣
工
祭

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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にしき園だより
問  にしき園　☎47-3211

　にしき園は高齢や病気で心体機能の衰えた方にリハビリなどを施し、
寝たきりを防いで生活機能の維持向上・在宅復帰をめざす施設です

　老人保健施設では火災、風水害、
地震などの非常災害に備えた対応マ
ニュアル作りや年2回の消火・避難
訓練の実施が義務づけられています。
　にしき園でも火災報知機の操作や
119番通報、消火器操作、利用者を
車いすなどで避難誘導するなどの訓
練を行いました。
　西木消防分署からは、声を大きく
出して、とにかく人命優先で避難誘
導することなどの指導をいただきま
した。
　課題も見えてきて訓練の大切さを
改めて知らされました。

【利用者の状況】
1月末 93人

2月入所 6人
2月退所 5人

2月末 94人
平均要介護度  2.9

感染症予防のためしばら
くの間、施設見学・面会
などをご遠慮いただいて
います。

実
際
に
消
火
器
を
使
っ
て
訓

練
し
ま
し
た
。

－　第４号　－

西
木
消
防
分
署
の
職
員
か
ら

指
導
を
受
け
て
い
る
様
子
。

かくのだてフィルムコミッション
（仙北市観光課内）  ☎ 43-3352

https://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

武家屋敷通りでの YouTube 動画撮影風景。

　
か
く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
以
下
Ｆ
Ｃ
）の
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
秋
田
県
と
市
町
村
、
Ｆ
Ｃ
で

構
成
さ
れ
る「
あ
き
た
ロ
ケ
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」が
立
ち
上
が
り
、
県
内
の
ロ
ケ

支
援
体
制
も
整
い
つ
つ
あ
り
、
撮
影
の
機

会
も
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

最
近
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
公
開
さ
れ
る
作
品

の
支
援
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
3
月

15
日
・
16
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
海

外YouTuber

の
ミ
カ
エ
ル
さ
ん
が
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
の
撮
影
の
た
め
、
仙
北

市
を
訪
れ
ま
し
た
。
ミ
カ
エ
ル
さ
ん
は
日

本
に
在
住
し
て
お
り
、
日
本
各
地
の
観
光

地
の
魅
力
を
、YouTube

を
通
じ
て
発

信
し
て
い
る
方
で
す
。
仙
北
市
内
各
所
で

ロ
ケ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
角
館
の
撮
影
で

は
、
武
家
屋
敷
通
り
の
風
情
に
合
わ
せ
て

ミ
カ
エ
ル
さ
ん
が
着
物
姿
で
撮
影
を
行
い

ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
映
像
に
仕
上
が
る

か
楽
し
み
で
す
。

　
今
回
の
撮
影
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
撮
影

機
材
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
機
材
の
性
能
も

向
上
し
、
以
前
と
比
べ
て
持
ち
込
ま
れ
る

機
材
が
大
掛
か
り
で
な
い
場
合
も
多
く
な

り
ま
し
た
。

　
撮
影
後
す
ぐ
に
公
開
さ
れ
る
予
定
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
公
開
が
延
び
て
い
ま
す
。
公
開
が

決
ま
り
次
第
、
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
広
が

り
つ
つ
あ
り
、
仙
北
市
も
観
光
業
を
中
心

に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
一
日

も
早
い
収
束
を
願
い
つ
つ
、
か
く
の
だ
て

Ｆ
Ｃ
は
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
対
応
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
会
長　
坂
本  

洋
）

　
こ
ん
に
ち
は
！
時
の
流
れ
は
早
い
も

の
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
着
任
か
ら

半
年
が
経
ち
ま
し
た
。
今
私
が
取
り
組

ん
で
い
る
の
が
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
関
連
宿
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
企
画
」で
す
。

今
か
ら
い
き
な
り
私
の
祖
父
に
つ
い
て

書
き
ま
す
が
、
最
後
ま
で
読
み
進
め
れ

ば
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
企
画
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
し

ば
し
お
つ
き
合
い
く
だ
さ
い
。

　
『
私
の
祖
父
は
沖
縄
で
百
姓
を
生
業

と
し
て
お
り
、
ト
マ
ト
や
島
ラ
ッ
キ
ョ

ウ
、
ゴ
ー
ヤ
ー
な
ど
、
常
夏
の
島
の
食

材
を
無
農
薬
で
栽
培
し
て
い
る
』以
上
。

こ
れ
だ
け
の
情
報
で
は
秋
田
に
い
て
、

わ
ざ
わ
ざ
祖
父
の
野
菜
を
食
べ
た
い
と

思
わ
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
は
こ
れ

な
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

　
『
祖
父
は
農
業
高
校
時
代
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
の
搾
り
機
に
腕
が
巻
き
込
ま
れ
、

右
腕
を
失
っ
た
。
し
か
し
、
農
業
へ
の

思
い
を
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
男
５

人
を
育
て
る
た
め
に
法
学
の
道
を
極

め
、
大
学
の
学
長
に
ま
で
な
っ
た
が
、

退
職
を
機
に
「
よ
う
や
く
お
れ
の
夢
が

叶
う
！
」
と
退
職
金
す
べ
て
を
農
地
に

あ
て
た
。
収
入
も
決
し
て
高
く
な
く
、

交
通
の
便
も
悪
い
山
奥
で
の
生
活
だ

が
、
毎
日
楽
し
そ
う
に
土
と
戯
れ
て
い

る
。
私
の
名
前
「
蒔
人
」
も
「
人
の
心

に
よ
い
種
を
蒔
く
人
で
あ
れ
」
と
祖
父

が
つ
け
て
く
れ
た
。
そ
ん
な
祖
父
も
昨

年
米
寿
を
迎
え
た
が
、
バ
リ
バ
リ
の
現

役
だ
』。

　

最
初
の
文
章
と
比
べ
た
ら
祖
父
の

作
っ
た
無
農
薬
野
菜
、
食
べ
た
く
な
り

ま
せ
ん
か
。
こ
の
例
の
よ
う
に
、
こ
れ

ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
物
や

場
所
、
人
や
行
事
に
も
紐
解
く
と
歴
史

が
あ
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
溢
れ
、
人
を

惹
き
つ
け
る
力
が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。

　
私
は
今
年
の
１
月
か
ら
国
際
教
養
大

学
の
３
人
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
共
に
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
企
画
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
仙
北
市
の
各
宿
の
オ
ー
ナ
ー
の

「
物
語
」
を
伝
え
る
こ
と
で
、
微
力
な

が
ら
仙
北
市
の
コ
ア
な
魅
力
を
発
信
す

る
一
助
と
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
は
随
時
、（
一

社
）
仙
北
市
農
山
村
体
験
推
進
協
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
更
新
さ
れ
ま

す
。
こ
こ
に
掲
載
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
や
、

ア
ド
レ
ス
（https://sem

boku-gt.
jp/blog/

）
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。
仙

北
市
の
宿
を
よ
く
ご
存
じ
の
方
で
も
、

違
っ
た
一
面
が
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

仙北市地域おこし協力隊コラム

東 風 平 蒔 人

インタビューで
伝えたい物語

令和元年 11 月に開業した農家民宿「ホームステイ風雅」
の客室で。

インタビュー記事を掲載
した（一社）仙北市農山
村体験推進協議会のホー
ムページはこちらから !
ぜひご覧ください !

　
３
月
23
日
、
秋
田
県
仙
北
建
設
業
協
会
建
友
会
か

ら
仙
北
市
の
特
別
支
援
学
級
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

２
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
建
友
会
で
は
、
地
元
の
小
・
中
学
校
に
貢
献
し
た

い
と
の
考
え
か
ら
、
３
年
前
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
特
別
支
援
学
級
に
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児

童
生
徒
の
興
味
・
関
心
が
高
ま
り
、
生
き
生
き
と
活

動
に
取
り
組
む
様
子
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
で
で
き
る
」、「
一
人
で
で
き
る
」
経
験
を

積
み
重
ね
、
生
活
能
力
の
向
上
と
自
立
促
進
に
役
立

て
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

秋田県仙北建設業協会建友会の小原貴会長（前列中央）から熊谷教育長
（前列右）に手渡されました。

特
別
支
援
学
級
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
寄
贈

秋
田
県
仙
北
建
設
業
協
会
建
友
会

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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